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目的：本学に於て情報ネットワークの整備が進
み，学内：LAN・インターネット接続が確保され
つつある．学内LANの運用するサーバー群と
は別に，同窓会寄付金より創設され，有志によ
り自主運営されている実験・教育サーーバ・一　Edu
Systemを紹介し，　HTML（Hyp　er　Text　Ma　rking
：Language）型式の文書を主体とする医学情報
と医学教育の手段を提供するためのアプローチ
を検討する．
方法：サーバとして安価なPC／AT互換機を使
用しOSはfreewareのPC－UNIX　FreeBSDを利
用した．HTML文書を提供するサーバとしても
apacheを使用し，　securityを確保するため
NetscapeのSSL（Secured　Socket　Layer）をサ
ポートするSS：Leayおよびtelnetの認証と
sessionの暗号化を行うためKerberosIVを実装
した．SendmailとPO　P3により電子メールア
ドレスを発行しsecurityにはPGPを用意した．
結果：医学部学生全員に電子メールアドレスを
提供した．学内：LANの運用するサーバの障害
時に電子メール配信の代替経路として機能し，
復旧までの間の通信路を確保した．現在国内で
利用できるsecurityと比較しても平均的な
securityを確保した．さらにUNIX　workstation
と比較して高いコストパフォーマンスを示した．
考察＝今回示したServerは，市販so　ft　wareの
持つLise　nce料やメンテナンス契約の制限を受
けず，学生など多数のユーザにサービスを提供
するのに有利である．また部品も安価で，
Network　lnte　rfa　ceにworksta　tionの10　Ba　seに
対し100Baseを利用したり，serverの数を増や
すことによってbottle　n．eckを容易に解消でき
た．　医学教育のためにはHT　ML文書自体の作
成が不可欠であり，有志の協力を期待する．
［目的］
東京医科大学病院は、平成5年12月に特定機能
病院の承認を受けた。当初の課題は紹介率の向
上であったが、医療法上の紹介率30％以上は平
成6年度に達成できた。更に診療報酬上の紹介
率も平成6年度下半期に30％以上を算定できる
ようになった。しかし、第4次医療法改正で
は、医療法上の紹介率30％が50％に引き上げら
れる可能性もあり、より一層の紹介率の向上を
検討しなければならない。そこで、今までの紹
介率の推移と医療連携の活動を検討した。
［方法］
平成5年10月から平成10年3．月までの紹介患者に
ついて、会計年度毎にまとめたものを用い
年齢別・地域別・医療機関別に分析を加えた。
［結果］
　紹介患者の年齢構成では、どの年度も40歳以
上の群が80％以上を占めていた。また、都道府
県別に紹介患者の分布を見ると、東京都からの
患者か“全体の80％以上を占めていて、さらに
都内の地区分布では、新宿区・中野区・杉並区
からの患者が50％近くを占めていた。紹介元医
療機関別に見ると80％以上が診療所であった。
［考察］
年齢別では、40歳以上の紹介患者が多かったこ
とは、老人保健法に基づく保険事業の各種検診
の対象年齢と一致した。地域分布では、二次保
健医療圏と当院の立地場所が一致し、地域に根
差した医療機関として認知されていることが推
測できた。また、医療施設の機能分化という点
では、病院からの紹介患者が少なかったこと
は、今後の課題であり、逆紹介の対象としても
より一層の連携が必要と考えられる。
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